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◆
八
街
市
特
別
職
の
職
員
等
の

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

（
地
域
手
当
の
新
設
に
伴
う

改
正
の
ほ
か
、
市
長
、
助
役
、

収
入
役
、
教
育
長
の
給
料
は
、

平
成
15
年
か
ら
減
額
措
置
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
更
に
期
間
を

本
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
19
年

３
月
31
日
ま
で
延
長
し
て
減
額

を
す
る
こ
と
に
伴
う
条
例
の
改

正
）

問

市
長
の
給
与
等
を
特
例
の

カ
ッ
ト
で
は
な
く
、
本
俸
を
抜

本
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
昨
年
の
12
月
の
給
与
改
定

に
お
い
て
、
一
般
職
の
勤
勉
手

当
は
、
支
給
割
合
を
引
き
上
げ

た
が
、
特
別
職
、
教
育
長
に
つ

い
て
は
改
定
を
行
っ
て
い
な
い

の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
含

め
て
現
在
の
と
こ
ろ
、
現
行
の

給
与
額
を
改
定
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ

に
よ
る
減
額
効
果
は
、特
別
職
、

教
育
長
合
計
で
年
間
約
２
１
２

万
円
で
す
。

◆
八
街
市
一
般
職
の
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

問

実
際
に
は
職
員
の
給
料
に

ど
の
ぐ
ら
い
影
響
が
あ
る
の
か
。

答
　
影
響
は
、
具
体
的
な
モ
デ

ル
例
と
し
て
、
３
級
、
30
才
の

主
任
主
事
ク
ラ
ス
で
は
、
改
定

率
△
２
・
27
％
、
５
千
３
０
０

円
の
減
。
５
級
、
40
才
の
係
長

ク
ラ
ス
で
は
、
△
５
・
１
％
、

１
万
７
千
７
０
０
円
の
減
。
８

級
、50
才
の
課
長
ク
ラ
ス
で
は
、

△
６
・
52
％
、
３
万
８
０
０
円

の
減
に
な
り
ま
す
が
、
経
過
措

置
と
し
て
、
現
給
料
額
に
つ
い

て
は
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
新
し
い
給
料

月
額
が
現
行
の
給
料
月
額
を
超

え
る
こ
と
に
な
る
ま
で
の
期
間

は
、
実
質
的
な
昇
給
と
は
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
ク
ラ
ス
に
よ
っ

て
は
、
昇
給
延
伸
、
昇
給
停
止

と
同
様
の
結
果
に
な
り
ま
す
。

モ
デ
ル
例
を
あ
げ
る
と
、
係
長

ク
ラ
ス
は
、
現
在
の
給
料
月
額

を
超
え
る
給
料
月
額
に
な
る
の

は
、
２
年
か
か
る
の
で
、
２
年

間
は
昇
給
延
伸
と
同
様
の
結
果

に
な
り
ま
す
。
主
査
ク
ラ
ス
の

場
合
は
、
７
年
の
昇
給
延
伸
と

同
様
に
な
り
ま
す
。
課
長
ク
ラ

ス
で
は
退
職
年
齢
60
才
に
な
っ

て
も
給
料
月
額
が
、
現
在
の
給

料
月
額
を
超
え
る
こ
と
に
な
ら

な
い
の
で
、
昇
給
停
止
措
置
と

同
様
に
な
り
ま
す
。

◆
平
成
18
年
度
八
街
市
一
般
会

計
予
算

問
　
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
で
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
利
用
券
が
使
用
出
来
る
範

囲
を
市
内
の
２
社
か
ら
八
街
市

近
郊
の
タ
ク
シ
ー
会
社
へ
拡
大

し
た
が
、
そ
の
利
用
状
況
を
伺

う
。

答
　
17
年
度
か
ら
27
社
の
タ
ク

シ
ー
会
社
を
登
録
し
、
18
年
１

月
現
在
で
は
、
16
社
の
利
用
が

あ
り
、
利
用
券
を
２
千
４
５
０

枚
交
付
し
て
い
ま
す
。
16
年
度

実
績
は
、
１
千
９
４
３
枚
で
し

た
の
で
、
２
、
３
月
の
二
月
分

を
残
し
て
も
、
約
５
０
０
枚
の

総
　
　
務

教
育
民
生

３月３日～13日に各常任委員会が開催され、付
託した議案等を審査しました。
（紙面の都合上、議案質疑とも一部を掲載）

利
用
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
千
葉
県
下
で
は
多
く
の
自

治
体
が
県
の
基
準
に
対
し
、
１

歳
ず
つ
繰
り
上
げ
て
の
助
成
や

就
学
前
ま
で
助
成
を
す
る
と
い

う
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

段
階
的
な
引
き
上
げ
を
本
市

で
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
今
後
も
国
、
県
の
基
準
に

沿
っ
た
内
容
で
す
す
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
３
歳

以
上
就
学
前
の
入
院
は
７
日
以

上
で
す
が
、
国
か
ら
１
日
以
上

と
い
う
案
が
出
て
い
ま
す
の

で
、
本
市
も
平
成
18
年
８
月
か

ら
１
日
以
上
で
助
成
す
る
考
え

で
す
。

◆
平
成
18
年
度
八
街
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

問
　
資
格
証
明
書
を
発
行
す
る

理
由
と
、
発
行
に
当
た
る
条
件

を
伺
う
。

答
　
法
律
で
、
あ
る
基
準
を
超

え
た
も
の
は
、
資
格
証
明
書
を

発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
今
ま
で

は
短
期
被
保
険
者
証
で
対
応
し

て
い
ま
し
た
が
、
滞
納
額
が
高

額
で
か
つ
所
得
が
多
く
あ
る
方

に
も
他
の
方
と
同
様
に
短
期
被

保
険
者
証
で
取
り
扱
う
の
は
不

公
平
で
あ
り
、
故
意
に
滞
納
し

て
い
る
方
に
は
厳
し
い
対
応
と

す
る
観
点
か
ら
資
格
証
明
書
の

発
行
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

現
在
の
資
格
証
明
書
の
発
行

の
条
件
は
、
滞
納
額
が
61
万
円

以
上
、
尚
か
つ
所
得
が
３
０
０

万
円
以
上
、
さ
ら
に
市
か
ら
連

絡
し
て
い
る
納
税
相
談
、
あ
る

い
は
督
促
状
、
催
告
書
に
関
し

て
一
切
連
絡
が
な
い
方
で
す
。

◆
平
成
18
年
度
八
街
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
予

算問
　
給
食
費
は
引
き
上
げ
な
く

て
も
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
学
校
給
食
な
ど
「
食
」
に

対
し
て
は
、
昨
年
の
７
月
に
食

育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
食
に

対
す
る
大
切
さ
が
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
中
で
、

学
校
給
食
の
存
在
は
貴
重
で
、

栄
養
価
が
高
く
、
安
定
し
た
食

の
提
供
で
は
学
校
給
食
は
大
き

な
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
給
食
費
の
滞
納
も
、
大
き

な
問
題
と
な
り
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
、
限
ら
れ
た

中
で
努
力
し
て
お
り
、
給
食
日

数
を
多
く
す
る
こ
と
や
、
食
材

を
よ
り
栄
養
価
の
高
い
も
の
に

と
、
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
に

置
い
て
、
大
き
な
負
担
を
か
け

る
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
給
食

費
の
値
上
げ
は
、
や
む
を
得
な

い
と
考
え
ま
す
。

◆
六
ツ
塚
谷
調
節
池
用
地
の
取

得問
　
こ
の
調
節
池
に
よ
っ
て
富

山
の
冠
水
が
解
決
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
流
域
は
ど
の
ぐ

ら
い
か
。

建

　

　

設

�
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券


